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( 注 )2022 年度までは決算値です。2023 年度以降の数値は現時点での見込みであるため、償還時期・償還額は執行状況により変動します。
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いずれの事業も
大久保市長時代
に事業化・契約

～あなたのチカラチカラが、彦根のタカラ～

〈新連載〉スタート！

国スポ・障スポに向けてがんばる人たちを取材します（3 か月に 1 度）。
問 国スポ・障スポ総務課　☎ 30-6141　FAX 23-2660

〈第 1 回〉彦根工業高等学校の皆さん
　国スポ・障スポ開催
までの日数をディス
プレイに表示した「カ
ウントダウンボード」
の製作をしていただ
いた、機械科・電気科・
建 設 科 の 3 年 生（21
人）のうち、代表して
4 人の皆さんにインタ
ビューしました！

◀
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熊木 悠
ゆう

太
た

さん　「実際に作っ
てみると、LED の配線を一
つでも間違えたら違う映像
が流れてしまうこともあっ
たりして大変でした。」

岡田 沙
さ

希
き

さん「彦根城を描
いたパネルを取り付けて、彦
根らしさが前面にでるよう工
夫しました。いろんな競技を
しているひこにゃんもいるの
で、注目してもらえるとうれ
しいです。国スポ・障スポが
開催されたら、友だちと見に
行きたいと思っています。」

照井 孝
たか

明
あき

さん「枠組
みを担当しましたが、
骨組みを溶接するとき
にゆがまないよう付け
るのに苦労しました。」

田中 彩
さ

都
と

乃
の

さん「な
かなかできない体験
だと思うので、貴重な
機会になりました。」

▲カウントダウンボードお披露目式の様子 ▲ X（旧 Twitter） ▲ Instagram ▲ホームページ　

詳しくは各種 SNS 等をご確認ください

　これは彦根市の市債償還＝借金返済の予定表で
す。これ以外にも償還はありますが、本市の財政状
況悪化の主な原因である市役所耐震工事と国スポ関
連事業の合算を見える化しました。
　いずれも前市長の判断で事業化・契約されたもの
で、前者は方針を変更しなければ何年も早く半額程
度で済んだ事業、後者は主会場の辞退あるいは体育
館の規模縮小が可能だった事業です。が、結果とし
てこの先送りされた巨額の負債を返済しつつ行財政
運営をしていくことが現在の我々に与えられた使命
となりました。就任から 2 年 10 か月、まだこの大

きな山を登り始めたところであり、無駄は徹底的
に省き自主財源も過去最高額となりましたが、ま
だまだ足りないのが現状です。
　しかし、我々は必ずこれを乗り越えてみせます。
そのポテンシャルがこの彦根にはあります。ほぼ山
の頂に到達する 2027 年に収支バランスを取るこ
と、これが出口戦略です。引き続き自主財源の確保
に全力を注ぎ、できる限り市民サービスの維持向上
に努めてまいりますので、ご理解・ご協力賜ります
ようお願い申し上げます。


